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福井県教育委員会は、「教員の資質能力の育成」に向け、研修協力校を小学校、中学校と高校

からそれぞれ１校ずつ設置し、グローバル化に対応できる人材の育成を行う。また、小中高の教

育研究会外国語活動部会長および英語部会長との連携を密にし、小中高連携を踏まえた本県の英

語教育推進の方向性について検討することとする。 

研修協力校には、福井県立大野高等学校および越前市武生第一中学校、福井市春山小学校を指

定する。これらの学校から国が行う英語教育推進リーダー養成中央研修参加者を選出し、授業公

開にあたっては、研修内容を授業に反映させることとする。この体制により、研修実習以外の場

において、中央研修での研修内容を具体に域内の教員に公開することとする。また、県内外の大

学教員等を指導助言者として招へいし、指導助言者は、事前・事後の指導にあたることとする。 

なお、研修協力校の協力期間は本事業の実施期間と同じくすることを原則とし、福井県教育委

員会は、該当校における研修の成果と課題等を検証した上で次年度以降の指定を行うこととする。 

「教員の一定以上の英語力の向上」に向けては、福井県教育委員会が、研修の成果および域内の

英語教員の英語力を把握し検証するとともに、求められる英語力に達していない教員に対しては、

英語力向上を目的とした自己研鑽と継続した外部検定試験の受験を促し、平成２９年度には県教

育委員会が設定した目標を達成できるように域内の英語教員の英語力向上に努める。 

 

（２）英語教育の状況を踏まえた目標管理 

「公立小学校、中学校および高等学校における英語教育実施状況調査」の結果を踏まえ、本県で

は、以下の目標設定と管理を行うこととする。 

 

（小学校） 

○教師の英語力について 

 英検２級以上相当の英語力を有する教師の全体に対する割合を、平成２９年度までに５％に引

き上げることを目標とする。目標達成に向け、福井県教育委員会では、県小教研外国語活動部会

長と連携しながら、目標値と達成値を小学校教員に公表し、英語力向上を目的としたＮＨＫ語学

番組等の視聴といった自己研鑽や外部検定試験の受験を奨励していく。 

 

○研修実施回数および研修受講者数について 

 平成２８年度の研修実施回数は、１３回と設定する。また、研修受講者数については、９７０

名とする。 

 

（中学校） 

○教員の英語力について 

 英検準１級以上相当の英語力を有する中学校英語教員の割合は、全体の５１．７％であり、今

年度の目標値５５％を達成することができなかった。平成２８年度の目標を５７．５％と設定し、

特に求められる英語力に達していない教員に対しては、外部検定試験の団体受検機会を設定した

り、特別価格での英語検定試験受験制度等を利用したりしながら、自身の英語力向上に向けた取

り組みを奨励していく。 

 

○生徒の英語力について 

英検３級以上相当の英語力を有すると考えられる中学生の割合は、全体の４２．７％であり、

目標値として設定した４０％を達成した。そこで、平成２８年度は、４５％を目標値として設定

することとする。目標値に達していない要因の一つに英検等外部検定試験の受験者が少ないこと

が考えられるため、福井県教育委員会では、まず、受験者数を増やすことを目標として、県中教

研英語部会長と連携し、各中学校の生徒に対して受験を促すことにする。また、ＡＬＴを活用し

たティームティーチングの充実をはじめとし、授業外や学校外におけるＡＬＴと触れ合う行事等

を企画運営していくことで、英語を使える生徒の育成に努めていく。 

 



  

福井県教育委員会（管理機関名） 

4
 

○学習到達目標の整備状況について 

 すべての学校において学習到達目標を設定している。公表については１３．５％、達成状況の

把握については５１．４％という状況である。平成２８年度は、公表５０％、達成状況の把握７

５％を目標値として設定し、平成２９年度までにすべての項目で１００％を達成したい。なお、

学習到達目標については、これらの項目で高い数値を達成することも重要であるが、教師はもち

ろん、生徒や保護者にとってわかりやすく、生徒が学習していく上での明確な指標であることも

大切であり、状況に応じて内容を改善していく必要がある。そこで、福井県教育委員会では、福

井県教育研究所と連携して、福井県版ＣＡＮ－ＤＯリストの設定やその扱い方についての研究を

すすめ、教員にそのノウハウを伝達していくこととする。 

 

○パフォーマンステストの実施状況について 

 ほとんどの中学校において、年間３～４回程度のパフォーマンステストを実施している。福井

県の中学校は地区によって、２学期制と３学期制をとっており、定期テストは４～５回の設定が

多い。そこで、平成２９年度には、定期テストの実施と並行してパフォーマンステストを実施し、

その結果を反映した評価を重視していくことを目標とする。パフォーマンステストの質、難易度

や評価の方法については、県教育委員会と教員の自主研究団体が協働して、そのあり方について

の研究を進めていく。 

 

○生徒の英語による言語活動時間の割合と英語担当教員の英語使用状況について 

 言語活動の授業に占める割合については、平成２９年度までに７０％を目標値として設定する。

「教科書を学ぶ授業」から「教科書で学ぶ授業」への転換を図り、英語を使いながら４技能を身

に付けていく授業に転換するために、指導主事や教育研究所員が、指導主事訪問等の際に各学校

の教員に指導する。さらに、英語教育推進リーダーや県が任命する授業名人を活用し、授業改善

を推進していく。 

なお、英語担当教員の英語使用状況については、平成２９年度までに７５％を目標値として設

定する。次期学習指導要領の改訂を見据え、英語の授業を英語で進めていくために、インタラク

ションを重視した授業の在り方についても指導する。 

 

○研修実施回数および研修受講者数について 

 平成２８年度の研修実施回数は、９回とし、研修受講者数については、２５０名（いずれも延

べ数）とする。研修内容については、（３）研修の体系と内容の具体で述べる。 

 

（高等学校） 

○教員の英語力について 

 英検準１級以上相当の英語力を有する高校英語教員の割合は、全体の８６．６％であり、今年

度の目標値８７％にはわずかに届かなかった。特に求められる英語力に達していない教員に対し

ては、外部検定試験の団体受検機会を設定したり、特別価格での英語検定試験受験制度等を利用

したりしながら、自身の英語力向上に向けた取り組みを奨励していく。また、平成２９年度にお

ける目標値を８９％とし、段階的に目標値を設定することとする。 

 

○生徒の英語力について 

英検準２級以上相当の英語力を有すると考えられる生徒の割合は、全体の４２．５％であり、

目標を達成した。平成２８年度は、４５％を目標値として設定し、確実に目標を達成することと

する。目標値に達していない要因の一つに受験者が少ないことが考えられるため、福井県教育委

員会では、まず、英検等外部検定試験の受験者数を増やすことを目標として、県高教研英語部会

長と連携し、各高等学校の生徒に対して受験を促すことにする。また、英語で授業を進めていく

ことにより、英語を使える生徒の育成に努めていく。 
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○学習到達目標の整備状況について 

 現在、すべての学校において学習到達目標を設定している。公表については１６．７％、達成

状況の把握については４５．８％という状況である。平成２７年度は、公表については７５％、

達成状況の把握については７０％を目標値として設定し、平成２９年度には、１００％を達成し

たい。各学校の状況に応じたＣＡＮ―ＤＯ形式の目標設定と評価を行うことで、教員が指導の足

並みを揃えるとともに、生徒の英語運用能力を向上させていくための授業改善を引き続き推進し

ていく。 

 

○パフォーマンステストの実施状況について 

 平成２７年度は、すべての学科、科目において年間１回以上のスピーキングテストおよびライ

ティングテストを行うことを目標としたが、コミュニケーション英語Ⅲでともに目標を達成する

ことができなった。教科の特性に応じて、平成２９年度までに年間２～３回の実施を目標とし、

段階的に回数を増やしていくとともに、その内容や評価方法についても研修等の機会を利用して

改善していくこととする。 

 

○生徒の英語による言語活動時間の割合と英語担当教員の英語使用状況について 

言語活動の授業に占める割合については、平成２８年度には６０％、平成２９年度に６５％を

目標値として設定する。教科書の内容理解を進めていくだけでなく、題材内容をもとに生徒の意

見や考えを引き出し、英語で表現していくことを大切にした授業を展開していくように、指導主

事訪問等の際に各学校の教員に指導する。さらに、県が指名した授業名人による授業ＤＶＤの公

開、クラスルームイングリッシュの資料等の配布等を目標達成のための手立てとする。 

なお、英語担当教員の英語使用状況については、平成２９年度までに７５％を目標値として設

定する。言語活動の授業に占める割合が向上していけば、それに伴い英語担当教員の英語使用状

況も改善していくことが見込まれる。したがって、英語授業における言語活動の割合を増やすこ

とと連動して、英語使用状況を改善していくように指導していく。 

 

○研修実施回数および研修受講者数について 

 平成２８年度の研修実施回数は、９回とし、研修受講者数については、２００名（いずれも延

べ数）とする。研修内容については、（３）研修の体系と内容の具体で述べる。 

 

 

（３）研修の体系と内容の具体 

１．教員の資質能力の育成にかかる研修 

 福井県教育委員会は、教員の資質能力の育成に向けて、次に挙げる研修を実施する。研修の一

部を外部機関との連携により行うこととする。研修の評価については、研修後の質問紙調査によ

るものとし、福井県教育委員会はその結果を検証し、平成２９年度までの研修の内容や研修時期、

回数等の設定を行うものとする。 

 

（小学校） 

 ○小学校４年担任対象研修会（２００名参加予定） 

  ・福井県が平成２５年度から小学校４年生児童を対象に総合的な学習の時間等内で実施して

いる国際理解教育の指導力向上を目的とした研修会を開催する。研修後には質問紙調査を

実施し、結果検証をもとに次年度以降の研修の改善を図ることとする。 

 

 ○小学校教員英語研修（２８０名参加予定） 

  ・各小学校で英語教育の中核となる教員を対象とした研修会を開催する。小学校英語教育の

ノウハウを持つ、神田外語大学田中真紀子教授を中心に、神田外語大学の教員を講師に迎

え研修を行う。平成３２年度の小学校英語教科化に向けて、読むことや書くことを加えた
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指導法について必要な知識や技術を身に付けることを目標とする。研修後には質問紙調査

を実施し、結果検証をもとに次年度以降の研修の改善を図ることとする。 

 

 ○小学校５，６年担任教員対象研修（１２０名参加予定） 

  ・小学校５，６年生担任を対象とした研修を開催する。信州大学 酒井 英樹教授を講師に

迎え、外国語活動の具体的な進め方や基本的な知識等、教科化の目的に沿った指導法を身

に付けることを目標とする。 

 

 ○全教員を対象とした研修（２００名参加予定） 

  ・NHK 語学番組講師柴原智幸氏を招へいし、小学校３～６年生担任対象に発音に関する指導

法についての研修を実施する。 

 

 ○英語教育推進リーダーによる研修（１２０名参加予定） 

 ・国が開催する英語教育推進リーダー研修での研修内容をもとに、研修リーダーが域内中核

教員を対象とした研修を実施する。 

 

○研修協力校授業公開および授業研究会（５０名参加予定） 

  ・研修協力校である福井市春山小学校において、授業公開を行う。外部機関と連携した指導

助言者として、敦賀市立看護大学大下邦幸教授を招へい予定。研修後には質問紙調査を実

施し、結果検証をもとに次年度以降の研修の改善を図ることとする。 

 

（中学校） 

 ○中高英語教員指導力向上研修（７５名参加予定） 

  ・発音や音読、ディベートの指導を充実するために、特に５年目までの若手英語教員を対象

とした研修を実施する。発音や音読指導については神田外語大学柴原智幸氏、ディベート

については立教大学松本茂氏をそれぞれ招聘予定。 

 

 ○研修協力校授業公開および授業研究会（５０名参加予定） 

  ・研修協力校である越前市武生第一中学校において、授業公開を行う。外部機関と連携した

指導助言者として、福井大学伊達正起准教授を招へい予定。 

 

○英語教育推進リーダーによる研修（８０名参加予定） 

・国が開催する英語教育推進リーダー研修での研修内容をもとに、研修リーダーが中学校中 

核教員を対象とした研修を実施する。 

  

（高等学校） 

○中高英語教員指導力向上研修（３０名参加予定） 

  ・発音や音読、ディベートの指導を充実するために、特に５年目までの若手英語教員を対象

とした研修を実施する。発音や音読指導については神田外語大学柴原智幸氏、ディベート

については立教大学松本茂氏をそれぞれ招聘予定。 

 

○研修協力校授業公開および授業研究会（５０名参加予定） 

  ・研修協力校である福井県立大野高等学校において、授業公開を行う。外部機関と連携した

指導助言者として、大阪教育大学吉田晴世教授を招へい予定。 

○英語教育推進リーダーによる研修（８０名参加予定） 

・国が開催する英語教育推進リーダー研修での研修内容をもとに、研修リーダーが高校中核

教員を対象とした研修を実施する。 
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２．ＡＬＴの資質能力の向上にかかる研修 

 福井県教育委員会は、ＪＥＴプログラムにより９２名の英語ＡＬＴを任用している。ティーム

ティーチングはもちろん、授業外や学校外の活動にも一層の活用を推進していくために、以下の

研修を実施する。 

 

 ○外国語指導助手の指導力等向上研修（１９０名参加予定） 

 ○ＡＬＴ３月研修（９２名参加予定） 

  ・指導能力向上を図るため、ＡＬＴおよび中高英語教員を対象とした研修を行う。研修の一 

部に文部科学省作成によるＡＬＴハンドブックを活用する。外部機関と連携した指導助言 

者として、福井大学語学センターより講師を招へい予定。ＡＬＴ９２名の参加を見込む。 

研修後に質問紙調査による評価を行い、次年度以降の研修内容に反映させる。 
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（４）年間事業計画 

月 都道府県等の取組 外部専門機関等 

４月 

小学校４年生担任対象研修  

５月 

  

６月 

  

７月 

研修協力校（中学校）授業公開① 福井大学 

８月 

小学校教員英語研修 

中高英語教員指導力向上研修 

神田外語大学 

立教大学・神田外語大学 

９月 

研修協力校（小学校）授業公開① 敦賀市立看護大学 

１０月 

研修協力校（中学校）授業公開② 福井大学 

１１月 

ＡＬＴ指導力等向上研修 

 

福井大学 

１２月 

研修協力校（高等学校）授業公開① 大阪教育大学 

１月 

研修協力校（小学校）授業公開② 敦賀市立看護大学 

２月 

研修協力校（高等学校）授業公開② 

英語教育推進リーダーによる研修（研修実習）（小・中・高） 

大阪教育大学 

３月 

ＡＬＴ３月研修 福井大学 

【その他の取組】 
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（様式10）目標管理書

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

H25

校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 72% 75% 86.3% 87% 86.6 88% 89%
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 36% 40% 39.3% 40% 42.5 45% 50%
③ 学習到達目標の整備状況　　設定（％）　 100% 100% 100% 100% 100 100% 100%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  公表（％） 37% 100% 24.1% 60% 16.7 75% 100%
                                         達成状況の把握（％） 63% 100% 51.8% 60% 45.8 70% 100%

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 52% 55% 53% 55% 55.2 60% 65%
⑤ パフォーマンステストの実施状況 　　　コミュニケーション英語Ⅰ １回 2.6 2回 3回

　　　スピーキングテスト（回）　　　　　   コミュニケーション英語Ⅱ　 １回 1.8 2回 3回
                                                   コミュニケーション英語Ⅲ　 １回 0.9 2回 2回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅰ 3回 1.7 3回 3回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅱ 3回 1.2 3回 3回
　　　ライティングテスト（回）　　　　　  　コミュニケーション英語Ⅰ 3回 1 3回 3回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コミュニケーション英語Ⅱ 3回 1.2 3回 3回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コミュニケーション英語Ⅲ 3回 0.3 3回 3回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅰ 3回 1.3 3回 3回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅱ 3回 1.9 3回 3回

⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 65% 75% 52.1 60% 75%
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 3 5 8 9 9 9

研修受講者数 257 207 160 199 160 160

H25
校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 43% 50% 49.4% 55% 51.7% 57.5% 60%
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 22% 30% 38.4% 40% 42.7% 45% 50%
③ 学習到達目標の整備状況　　設定（％）　 72% 100% 100% 100% 100.0% 100% 100%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  公表（％） 0.01% 30% 13.7% 60% 13.5% 50% 100%
                                        達成状況の把握（％） 46% 60% 52.1% 80% 51.4% 75% 100%

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 50% 55% 55.6% 60% 66.9% 67.5% 70%
⑤ パフォーマンステストの実施状況　スピーキングテスト（回） 3回 3.6回 4回 4回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ライティングテスト（回） 3回 4.0回 4回 4回
⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 50% 60% 69.8% 70% 75%
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 5 8 8 9 9 9

研修受講者数 325 604 205 295 205 205

H25
校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

⑦ 相応の英語力を有する小学校教員の割合（％） 5%
⑧ 小学校教員に対する研修実施回数 3 7 14 9 13 9

研修受講者数 480 545 610 562 970 850

H25
独自 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

H26 H27 H28 H29

小
学
校

H26 H27 H28 H29

高
等
学
校

H26 H27 H28 H29

中
学
校

都道府県等
教育委員会名

福井県教育委員会

H26 H27 H28 H29


